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1.は じめに

　 狩猟採集民や遊牧民など、それぞれの集団を特徴づけている生業や職業に注 目した うえで、さらに

その違いを超えて、「移動社会(Mobile　 Society)」 とい うよ うにことさら 「移動性」に注 目して社会

の特徴 を捉えることがある。このようにして注 目されてきた 「移動性(Mobility)」 は,そ もそも多様

な資源へのアクセスとして実践されていると見ることができる。 したがって、移動社会の研究におい

ては、移動に注 目することが資源 との関係 を捉えることに等 しく、移動 という視点か らの研究が蓄積

されてきた、 と言 えよ う。

　 初期には、移動ル 一トを類型化するといった比較的単純な議論によって、資源の配置とその組み合

わせによる利用の展開が考察 されてきた。また世界的な定着化の流れのなかでは、移動パター ンを定

着化のもの さしにあてはめる枠組み も大いに流行 した。

　 あえて過度に単純化すれば、移動社会における資源は、定着社会に比べて分散的に存在 してい る。

そ うした資源 に対 して移動する人びとはいかにアクセスを確保 しているかとい う観点か ら注 目されて

きた 諸 研 究 は一 種 の 「領 域（Territory)論 」 と して ま と め られ る で あ ろ う[た とえ ば

Dyson-Hudson　 1978;Casimir1992]。

　 こうした古典的な移動(類 型)論 や領域論は、移動社会にお ける社会秩序の研究と呼応 してお り、

今日まで連なっている[Salzman2004]。 なぜなら、多種多様な資源へのアクセスが広域的かつ一時的

に確保されてお り、あるいは恒常的に住んでいないにもかかわ らず確実に確保 されているのは、なん

らかの社会秩序を反映 している、 と見なされ るからである。

　移動社会における社会秩序の研究は論理的に、当該集団内の社会秩序のあり方、移動する当該集 団

と周辺集団のあいだの社会秩序あるいは軋礫、さらにはそれ らをすべて含めた広域的な社会秩序 とし

ての国家(State)論 など、三つの次元に分類することができよ う。

　本稿では、モンゴル高原を事例 にとりあげて、そこでの移動に注 目することによって資源へのアク

セスについての理解の枠組みを示す とともに、今 日的な移動社会を捉 える見取 り図も示 しておきたい。
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2.PastoralismとNomadism　 の関係

　モンゴル高原でおこなわれてきた牧畜は、移動性が高く、一般に遊牧 と呼ばれてきた。 しかし、中

国内蒙古自治区ではすでに定着化が著 しい。一方、モンゴル国では、牧畜以外の 目的をもった移動が

むしろ際立っている。このように遊牧 とい う生活様式が実態として牧畜 と移動性 とに分断 されており、

必ず しも移動 と遊牧 とが同義ではない今 日的な現状を理解するために、まず基本的な概念である

PastoralismとNomadismと い う2つ のことばについて整理 しておこ う。

　Nomadは そもそもラテン語で牧草を意味するため、語源学的には、両者は同義であった と言って

よいだろ う。ただし、今 日では、両者にそれぞれ意味が振 り分けられている。すなわち、Pastoralism

はもっぱら家畜 とともに暮らして利 を得ること(牧 畜)を 意味し、その範疇に、移動性の低いものか

ら高いものまでが含まれ る。一方、Nomadismは 、生業 として牧畜に限定せずに、移動性に焦点があ

てられるのである。 したがって、後者には旅芸人や養蜂業者 など本来、多様な職業が含まれる。

　 ところが、1950年 代から世界の移動民に対 して農業による定着化 を推進 してきたFAOな どの国際

機関は、Nomadismに ついて 「まったくべ一スをもたないで浮遊する」 とい う定義を与えている。こ

のような様相は現実世界には実存せず、実存 しない様相をNomadismの 定義 としているために、

Nomadismは 指 し示す実態がない、とい う意味で 「死語」と化 して しまった。

　そもそも、Pastoralismが 価値 中立的であるのに対 して、Nomadismに は、逸脱、貧困、反抗な

どのマイナスイメージが付与されてきた。移動民を積極的に評価する 「ノマ ド論」でさえ、その反抗

精神を評価 しているのであって、結局のところ過去のマイナスイメージを増幅しているにすぎないで

あろう[ドゥルー ズ1994］。

　現在では、Nomadを 研究対象 とする研究者 さえもNomadismやNomadと いったことばの使用を

自粛 しているように思われる。代わって積極的に利用されているのが、Mobileと い う形容詞である

[C.Humphrey2002な ど]。

　以上のように、PastoralismとNomadismの 概念を区別 した うえで、これらのことばをもちいて

モンゴルの牧畜における移動性 について整理 しておこう。

　モ ンゴル国の揚合、Pastoralismに おいて以下のような様相を見出す ことができる。

　第一に季節的に宿営地を変えること、第二にその宿営地は複数の候補からそのつ ど選択 され ること、

第三に宿営地への移動とともに宿営集団が変わること、第四に災害時には恒常的に利用する領域を超

えて移動すること。

　 このよ うに、かな り移動性が高いため、このようなPastoralismに 対 してNomadicと い う形容詞

を付 してNomadic　 Pastoralismと 呼ぶことは妥当であろう。

　一方、中国内蒙古 自治区の揚合、20世 紀後半か ら漢族の流入 とともに都市化や農耕化がすすみ、さ

らに1980年 代半ば以降になると各地で家畜と放牧地の配分がおこなわれてからは、牧畜そのものの

定着化も大いにすすんでいる。居住地の移動性 とい う意味では明らかにNomadismは 認め られない。

　 ただし、他者に配分 された放牧地か ら利用権を入手 して自分の家畜を放牧するといった経済活動は

とても活発になっている。すなわち、家畜 ・放牧地 ・労働力とい う3つ の生産要素を経済活動 として
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自由に組み合わせ ることができるようになったので、その意味で社会的移動性は高まっているのであ

る[小長谷2003]。 それ は、人び とが空間的に動 くとい う意味でのNamadismで はない ものの、

Pastoralismに お けるNomadicな 特徴を反映 している と思われ る。

3.Nomadismか らPastoralismそ して再びNomadismヘ

　モンゴル ・中国の国境を境に した南北地域をふ くむモンゴル高原、さらにはユーラシア大陸におい

て歴史的に共通 しているのは、遊牧社会が基本的に軍事集団であったとい う点である。騎馬が世界最

速であり、ラクダやウシの積載能力が相対的に優位であった時代、モンゴル人は世界でもっとも強い

軍事集団として活躍 した。そ うした観点か ら見ると、先の20世 紀とはモンゴル人にとって、騎馬 よ

りも強力な兵器が次々と開発 されたがゆえに、家畜の兵器 としての価値が相対的に小 さくな り、いわ

ば 「家畜の平和利用」が急速にすすんだ時代なのである。歴史的に見れば、家畜とい う兵器を利用 し

て略奪もおこなってきた軍事集団モンゴル人が、20世 紀になってその平和利用を特化 させ、牧畜 を産

業化 させた、と言えよう[Lkhagvasuren2003]。

　家畜を武器 として利用す るとい う意味も含めて広義のPastoralismを おこない、略奪などの他の行

為も含めてNomadismを 実践 してきた集団は、近代化の過程において社会主義を選択す る。その と

き、Nomadismは もはやPastoralismの 方法論として縮小 された。大きく概括すれば、Nomadismか

らPastoralism　 (=Nomadic　 Pastoralism)へ 、とい う歴史的な展開としてまとめることができよ

う。

　モンゴル国の場合は、20世 紀の最終期に民主化の過程 として、社会主義を放棄 し、市揚経済化への

移行を選択 した。それにともない、現在、当該の牧畜および遊牧民は新たな局面を迎えている。第一

に、牧畜は国家の主たる産業 として省みられなくなっている。第二に、少なくとも遊牧とい う移動性

は旧態依然の稚拙な生産様式であるとみなされている。 したがって第三に、遊牧移動す る人び とは概

して侮蔑され、 たとえば現在の首相はインタビューで 「せいぜい観光資源 としてのみ生き残 りうる」

と宣告している[Far　Eastem　 Economic　 Review2001］ 。

　市場経済化 にともな うこのような理解の傾 向は、モンゴルにかぎ らず、国際的に普遍的な現象であ

ると思われ る［Salzman2002:16]。

　 こうした「Pastoralismの 放棄」と呼び うるよ うな政治的 ・経済的現象 とともに、著 しく現れてい

るのが新 たな移動現象 である。Pastoralな き今 目のNomadismに つ いては、「新 たな る遊 動

(Neo-Nomadism)」 としてま とめることができるよ うに思われる。

4.Pastoralismに おける資源へのアクセスーその特徴 と変容

　モンゴル高原におけるPastoralismの 文脈での資源へのアクセスについて整理してお こ う。

　Pastoralismに とっての資源 として、まず何 よりも草 と水が しば しば言及される。それ らの資源は

不確実に分布 しているとい う特徴をもっている。移動社会の例にもれず、乾燥 したモンゴル高原でも、

自然資源の分布 は空間的かつ時間的に不確実である。そのために、社会集団の方が移動することによ
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って資源へのアクセサビリテイが高まる。換言すれば、移動は、土地の高度利用の手段なのである。

　 モンゴル国の揚合は、今 日でも、毎年異なる資源の不確実な分布状況に応 じて具体的な移動が決定

される。

　今 日では、学校、病院、商店など固定的な施設や、それ らの施設 へのアクセスを決定する道路など

も、遊牧民にとって宿営地の選択を決める大きな要因になっている。その意味では、これ らのハー ド・

インフラもすべて資源とみなすことができるであろう。草や水が 自然資源であるのに対 して、これ ら

の施設は社会資源 とでも呼んでおこ う。

　 市揚経済化への移行によって市場までの距離が変数 として意味をもつようになったモンゴル国の

場合、現在 では、自然資源へのアクセスよりもむ しろ社会資源へのアクセスがより重要な意味をもつ

ようになってきた。逆言すれば、社会資源へのアクセスが優先されるあま り、自然資源へのアクセス

が考慮されないために、 自然資源の有効な利用が図れなくなっているとい う問題が発生 しつつある。

　一方、中国内蒙古 自治区のように放牧地の利用権が確定されている場合は、自然資源の変動に対応

す るためには、飼料作物の購入など移動以外の手段を確保 しなければならない。たとえば、水揚へ家

畜を移動する代わりに、水を購入 して運搬するとい う方法に転換 しつつある。 このような資源への新

しいアクセス方法は、家畜の移動に比べて膨大なコス トを要する。 したがって、牧畜業を将来的に維

持すること自体がきわめて困難にな りつつある。資源へのアクセスそのものであった移動が消滅する

と、資源へのアクセスはすべて換金経済によって実現されるとい う市場メカニズムに巻き込まれてい

る。

5.Neo-Nomadism　 における資源へのアクセス

　 モンゴル国では、現在、多 くの遊牧民たちが遊牧を放棄 して首都 ウランバー トルに流入 している。

一方
、もとより首都にすむ市民たちはモンゴル国を立ち去 り、世界 中の居住可能地へ流出する。とり

わけ後者の移動は21世 紀に顕著になった活動 として注 目され よ う。

　 現在では、親戚が韓国にいない人はいない と言われており、国民のおよそ2%が 海外へ出ているも

のと推測 される。 もともと人 口が少 なく、余剰労働力があるわけではないので、流出は中国などから

の労働力移入によって穴埋めされている。

　 こうした現状に関 して、国際機関などの援助側は、国内産業の育成が図れないことを憂えて海外移

民に関す る調査を発注す るものの、当のモンゴル国政府は依然 として各援助国に対 して移民の受け入

れを強 く要請 しつづ けてい る。

　 移民の正式な受け入れの有無に関わらず、1件 数千 ドルの高額で外国への ビザを発行する広告があ

ふれてお り、「出国支援 ビジネス」として成立 している。正規の留学制度のほかに、たとえば海外で開

催 される各種の国際的な会議 をネ ット上で検索し、その主催者に渡航を申請 し、ビザを取得するとい

うシステムもあると思われ る。 このビザこそは、海外で居住す る無限の可能性を秘めた資源への具体

的なアクセス ・ツール にほかならない。

　 海外に出たモンゴル人が得意 とす る分野は、た とえばイン ド人の工学分野やパキスタン人の中古車
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ディーラーのように明確ではない。いまか りに、世界中のおよそ10万 人のモンゴル人から、月額300

ドルが送金 されていると仮定すると、年 問30百 万 ドルの送金総額 となる。

　Pastoralismを 放棄 してなお顕著なNomadism現 象 としてのNeo-Nomadismは 、こうしてモンゴ

ル国をも扶養する重要な経済セクターに成長 しているのである。

　中国内蒙古 自治区のモンゴル族は、モンゴル国の事例ほどあからさまに移動をすることが許されて

いない。それでもやは り移動現象は顕著である。社会主義の大義名分を維持 しながら、市場経済下で

より有利な雇用機会を求めて人び とは移動せ ざるを得ない。

　定着化 の中でなお牧畜業にたずさわって牧民たちのあいだでは、次世代のすべてが親の生業をつぐ

ことはできない。2～3人 の子 どもたちの うちのせいぜい1人 が牧畜業のために地元に残る。その他

は勉学にはげみ、漢語を習得 し、内蒙古 自治区の首府フフホ トで高等教育の機会をもとめて移動する。

そうして移動 してきた人びとのなかには、さらに留学のチャンスを見つ けて国外へ流出する人 も少な

くない。ひ とたび留学すると、就職の機会を見つ けて永住することをめざすのが一般的である。

　 このような国内移動 と海外移動の2段 階移動 は、モンゴル国と構造的に同じように見えるかもしれ

ない。 しか し、モンゴル国の場合は、前者の国内移動 と後者の海外移動では主役を異にしている。す

なわち、遊牧民およびその子弟にとっては、国内移動の段階で最下層に位置することとな り、その先

の海外移住の機会は彼 らにとって無いに等 しい。一方、内蒙古自治区における子弟は最初の移動で必

ず しも最下層 に落 ち込まないので、留学の機会は残 されている。

　 こうした構造的な差が認められるものの、いずれにせ よ、Neo-Nomadism現 象が確認される。今 日、

グローバルに観察 される トランスナショナルな動きとまった く同一の現象 として理解 してよいのか、

それ とも、Nomadisnと して区別すべき様態が存在 しているのか、今後の課題 として重要であると思

われ る。

6.さ いごに

　本稿では、モン ゴル高原を対象に、モ ンゴル国と中国内蒙古 自治区を比較 しながら、移動社会にお

ける資源へのアクセスがどのような特徴を持ちなが ら変貌 しているかとい う概括 を試みた。その際、

PastoralismとNomadismと い う概念の区分 を整理 に援用 している。

　大きな歴史的変化 として、過去にNomadismか らPastoralismへ という比重の移動が生じ、現在

ではふたたび、Pastoralismか らむしろNomadismへ という移動が見受けられるとい う枠組みを提

示 した。また、現在のPastoralismお よびNomadismの それぞれの文脈において資源へのアクセス

の社会的変異についても見取 り図を示 しておいた。

　本来な らば、遊牧の維持可能性 とい うPastoralismに おけるNomadismの 問題 と、海外送金 とい

うTransnationalな 問題はまったく異なる次元であ り、その文化的連続性を考察することはできない

にちがいない。それ らを同時に語ることができるところに、「資源人類学」とい う切 り口の生産的な意

味があるように思われる。
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